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本中間実施報告書の構成について 

 

 「丹沢大山自然再生計画」における８つの特定課題※および各特定課題の取組を推進する

ための協働・普及啓発を章立てにして、各章では次の項目を記載しています。 

 

Ⅰ 第２期自然再生計画の取組・成果・課題の概要 

・・・第２期自然再生計画（平成 24～28 年度）の取組・成果および第 3 期自然再生計画

における課題の概要を第３期自然再生計画から転記。 

 

Ⅱ 第３期自然再生計画の施策の基本方向 

 ・・・第３期自然再生計画の施策の基本方向を第３期自然再生計画から転記。 

 

Ⅲ 主要施策ごとの事業実施状況 

１  ～ ４ ・・・各特定課題における主要施策。 

① ～ ③・・・各特定課題における構成事業名。 

   重点事業  ：計画期間において、特に優先的・重点的に進める必要のある事業など。 

   ＦＳ    ：計画期間において、事業の実施可能性を検討する調査・事業など。 

一般構成事業：既存の事業等であって、自然再生に関連する事業など。 

 

 【事業内容】・・・第３期自然再生計画から転記。 

 ＜実施状況＞・・・第３期自然再生計画（平成 29～30 年度）の実施状況を記載。 

 ＜今後の課題＞・・・平成 30 年度末時点における各構成事業の課題を記載。 

 ＜次期計画における基本的な方向性＞ 

・・・第４期自然再生計画（令和４～８年度）に向けた現時点での基本的な方向性につ

いて記載。 

 

※８つの特定課題と景観域の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥山域 山地域 里山域 渓流域

◎

◎

◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ 〇 〇 ◎

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

特定課題
景観域

◎＝特に重要な課題

Ⅴ　シカ等野生動物の保護管理

Ⅵ　希少動植物の保全

Ⅶ　外来種の監視と防除

Ⅷ　自然公園の利用のあり方

〇　景観域に特有の課題

〇　景観域に共通する課題

Ⅰ　ブナ林の再生

Ⅱ　人工林の再生

Ⅲ　地域の再生

Ⅳ　渓流生態系の再生


